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は じ め に 

 

 
平成 28 年度には富士見保育園でも第三者評価を受けました。その中から見えてきた

問題点をしっかり分析して今後の保育に生かして行きたいところです。 

まずは、保育の標準化や、個々の保育士の価値基準よらず富士見保育園としての 

基準をしっかりと提示しそこをめざして意識した保育を行ってゆかれるよう園長、主任

に託してゆくつもりです。 

 運営の面では、中、長期計画を、真澄児童福祉会という法人として、2園共通理解の

元、進めてゆきたいと考えています。 

 
また、平成 30 年度には保育指針が改定されるという事で私たち現場でも常に新しい

情報を意識して保育をしていかなければならないことを痛感致します。 

子どもの育ちの自制心や協調性といった個性尊重視であった今までの教育の歪の様な

ところの集大成という点を意識した指針になっているようである為、改めて社会で生き

る力を求められていることを職員も学んで行かなくてはなりません。職員自身のスキル

向上努力、保育の内容標準化・安定の為の職員研修のあり方等、課題は山積状態です。 

 真澄児童福祉会では平成 28 年度も職員の交流研修会を年間通して行ってきました。

その結果、情報共有され、双方改善できる点は改善して両園での標準化も大きな課題と

なっています。しかし、各園でハード的に違う部分もあり、違いは違いとして認め合い

つつソフト面での共通理解がより必要になってきたことを感じる所です。 

 また、もっと広い局面から、保育、保護者対応等新たなニーズ（選ばれる保育園）に

応えられるよう園長、主任、キャリアアップを意識した職員には、広い視野に立って現

場を見て欲しいと感じています。 

 次年度に向けより 2園 3園での打ち合わせ会議が重要となってゆくと考えます。共通

ルールの確認会や報告会にとどまらず、保育の内容や人事、運営についで話し合えるよ

う勧めてゆきます。 

 

 

                     理事長   山下 隆 



 

 

 

年間行事報告 

    

4 月１日(金) 入園進級式 新入園児３２名在園児１１０名、合計で１４２名

スタートしました。 

4 月 18（金） 海岸の清掃 年長組が海岸の清掃のボランティアを地域の方と

一緒に行いました。 

5 月 個人面談 保育の安定を図るためまた、保護者の安心に繋げ

るために新入園児と希望する在園児の面談を行い

ました。 

5 月 13 日(金) 世代間交流 民生委員の方のご協力頂き７名ほどの方をお迎え

して、園児の皆さんと一緒に関わり遊んでいただ

く。本年は、退職職員さんなどをお招きして園様

子を別の視点から見て頂きました。 

5・6 月 クラス懇談会 園生活の様子などをビデオで紹介し保護者の方に

ご理解いただき、また成長の様子を話し合うこと

で保護者間も互いに励ましあい関係も親密になっ

てゆく事を目的としました。 

6・11 月 歯科検診 藤田先生に診て頂きました。本年は、歯科衛生士

さんによる歯磨き指導も行っていただきました。 

6・11 月 社会見学 南消防署・ココファン片瀬・鵠生園地域との交流

身近な社会を知り学ぶ事が出来ました。 

新たにグランダ鵠沼松が岡にも訪問しました。 

7 月９日(土) なつまつり 保護者の方も楽しみながら参加できました。本年

は２階のホールを利用したことで少し広く使うこ

とができ園庭に集中せずに行うことができまし

た。保護者会の参加もあり充実した会でした。 

7・8 月 プール遊び 屋上の常設プールの使い方にも慣れ上手に遊ぶこ

とができました。乳児の方もベランダで沐浴を兼

ねた水遊びを安全に楽しむことができました。 

サンシェードの取り付けにより夏を快適に過ごす

ことができました 

9 月２４日(土) 運動会 しおさいセンターをお借りしての運動会、天候に

左右されず行うことができる点良いです。限られ

たスペースも５回目ということで、競技種目の構

成やバランスもよくなり時間通りに開催できまし

た。入場も早くできました。 

10 月２８日

(金) 

芋ほり 幼稚園バスをお借りして、農協さんに依頼し育て

ていただいたサツマイモを掘りました。虫が出て

きたり、手が汚れるからと嫌がる子もおります

が、土に触れる良い機会となりました。サツマイ



 

 

モを利用して今年は焼き芋をつくり美味しくいた

だきました。食育に繋がりました。 

12 月９日(金) クリスマス生活

発表会 

金曜日に開催しました。乳児組は普通保育という

ことで会に対応できる職員の数が限られていまし

たが、計画をきちんと立て問題なく行うことがで

きました。クリスマス会は別日に設定しました。 

12 月 21 日(水) お餅つき 

中止 

本年はノロウィルス等の影響のため素手で食事を

作り提供してはいけないとの事で中止しました。

残念ですがやむを得ない事で、保護者の方にご理

解いただきました。 

1 月２７日(金) マラソン大会 近隣の公園で開催、保護者の方の参観も多く短い

時間ではありますが、楽しい行事の 1つです。 

子供たちの持久力が養われました。 

2 月 3 日(金) 

 

節分 JJBC の人材派遣ボランティアさんに鬼の役をお

願いし地域の方が参加する事で、保育園の生活を

理解して頂ける機会にもなりました。 

2 月 16 日(木) サッカー大会 今年は室内サッカー場をお借りしました。手違い

により１時間の枠のみしか取れずよく反省をして

次年度につないでゆきます。幸い保護者の方の参

加も多く子ども達は楽しむことができました。 

3 月 3 日(金) ひな祭り 雛人形を飾り、あひる組の発表会も行いました。

給食には雛ずしを頂き子どもたちの成長をお祝い

しました。       

3 月 24 日(金) 卒園式 ３０名の卒園児。平日開催でありましたが年度の

早い頃より説明を行う事でご理解を頂きました。

職員、園児の思いを反映させた 2部構成で良い式

になりました。 

 

◎その他毎月の行事・・・お誕生日お楽しみ会 

            H２８年度には、JJBC の紹介により誕生会にボラン

ティア団体の方に来て頂きました。 

            ６月・・・バイオリンの演奏 

            １０月・・オカリナの演奏 

            ２月・・・太鼓の演奏 

            身体測定 

            健康診断(杉本先生による年６回)   

 歯科検診(藤田先生による年 2回) 

◎一時保育事業・・・・・1７名の非定型の利用者 

 58 名の私的型緊急型の利用者 

  



 

 

            ほぼ毎日 10 名の定員を満たす利用があり地域の

方々のニーズに答えることができました。 

         

     

◎職員研修・・・・・・・深見台保育園との交流研修で保育のヒントが得られ 

 環境設定等学ぶことができました。 

             

 新任研修・0歳児研修・1歳児研修・2歳児研修・3歳児研修 

            4・5 歳研修・主任研修・発達研修・アレルギー児対応研修  

 調理研修・防犯研修・感染症対策研修・給食職員対象研修 

 ベビーマッサージ・絵本の魅力について  

        

 

◎その他・・・・・①ベビーマッサージは保育時間内で参加者しやすく、地域の方の参

加もあり有意義でした。 

 

         ②「物語り絵本が育む力」 講師、河野邦彦氏 

           絵本を選択する際のポイントなどが理解でき、職員自身楽しく

研修ができました。 

 

◎ボランティアさん①保育園に他機関の方が多く来て下さったことにより、より開かれ 

 保育活動ができました。 

         ②誕生会にはフルート・オカリナ・太鼓の演奏をして頂きまし 

          た。 

         ③節分の鬼役・クリスマス会のサンタ役をお願いしました。 

 

◎地域子育て支援・①片瀬市民センターに子育て支援のポスターをおかせて頂きまし 

た。またホームページにも情報を載せました。 

それにより、園庭開放への参加者も増えてきました。 

 

 

◎ニコニコの日・・①保護者の方に子どもたちがよりニコニコに成れるよう意識して接

するよう喚起して行きました。 

          その日は、年長組であっても保護者の方にオンブして頂いたり  

 とよりスキンシップを取れるように計画しました。 

 

◎屋上の環境改善・①理事長提案により園庭遊具を屋上に移設しました。 

          園庭の見直し、怪我が多く発生したことによる環境改善策の 1つ              

          として、職員の立ち位置改善も合わせて行いました。結果、怪我 

 発生は減少しました。 


